
（参考資料） 

ツシマヤマネコ野生復帰技術開発計画の概要 

 

１. ツシマヤマネコ保護増殖事業における位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 第１次ツシマヤマネコ野生復帰技術開発計画について 

① 計画の目的 

ツシマヤマネコの飼育下繁殖個体を野生復帰させるための技術開発を計画的に進めること。 

② 野生復帰技術開発のための準備 

・近似種（イエネコ）による事前確認 

施設・設備の確認及びステーションの職員体制の検討等の事前確認を行う。ツシマヤマ

ネコの導入は、イエネコで生じた課題を解消した後に行う。 

・ツシマヤマネコ（保護収容個体、飼育下繁殖個体）の導入・飼育管理 

生息域外保全の進捗状況等を踏まえ、関係機関と十分な調整を行った上でツシマヤマネ

コを導入し、適切な飼育管理等を行う。 

③ 野生順化訓練等の実施 

・野生下で生存できる能力（採餌、危険回避、繁殖等）を引き出すための訓練等を行う。 

・特に初期に導入する個体については、健康状態を重点的に把握する。 

④ 放獣の判断に係る検討 

・放獣の判断に関する検討項目について知見を集積し、整理する。 

・放獣の要否については、その必要性及び実施可能性を評価し、生息域内の状況を勘案し 

て検討・判断する。 

 

３. その他 

① 順応的管理の原則に基づき実施（得られた成果に対して科学的な検討を踏まえ、計画を柔軟

に見直す。） 

② 第１次計画期間中において大きな軌道修正が必要となった場合は、計画の改訂を検討する。 

（考え方） 

○ 生息域内における野生個体群の確実

な保全が最優先。 

○ 生息域外保全として、保険個体群の確

立及び適正な管理を行う。 

○ 飼育下繁殖個体の野生復帰が必要な

場合に備え、野生復帰に関する技術開

発を進める。 

野生復帰技術開発 


